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■ 取組の背景 
 広大な行政面積を有する足寄町は、山間部に

住家が点在しており、山間部に居住する町民の

通院や買い物などに対応するため、へき地患者

輸送車を運行していますが、市街地内における

公共交通は、町を南北に縦貫する地域間幹線系

統の民間バスの運行のみとなっていました。 

高齢化が進展する中、市街地に居住する高齢

者や障がい者、また、へき地患者輸送車を利用

する高齢者など、特に自由な移動手段を持たな

い町民にとって、通院や買い物は地域生活を送

るうえで欠かせないものであり、市街地内にお

ける「交通の確保」は、大きな課題となってい

ました。 

 
■ 取組の概要 
 このような状況を踏まえ、市街地における移

動の充実を図るため、全町民を対象としたアン

ケート調査や、交通事業者等の関係者や医療機

関への聞き取り調査を実施し、平成 25 年 9 月

と平成 26 年 2 月の 2 ヶ月間にわたり、市街

地循環型コミュニティバスの実証実験運行を

行いました。 

実証実験運行の結果や利用者アンケート調

査の結果を受け、運行路線や運行時刻のさらな

る改良を行い、平成２６年１０月１日、市街地

コミュニティバス（通称：「あしバス」）とし

て、本格運行を開始しました。 

（市町村運営有償運送として足寄町が主体と

なり、14 人乗りワゴン車を町内タクシー会社

に貸与し、運行管理業務を委託。） 

 あしバスの利用は、多い日には 50 人となり、

町民にとって欠かすことのできない交通とし

て定着しています。 

 

 
 
 

 
■ 取組のポイント 
 町内の医療機関や公共施設、商業施設、温泉

等を循環する定時定路線のバスとして、３区間

を一日５便運行しています。 

 １便 8:00～  ５便 ～17:20 

○運 行 日：月～土曜日  

○運 休 日：日曜日、祝日、年末年始 

○運  賃：１乗車につき１００円 

 ※ただし、６５歳以上の方、未就学児童及び

学生、生活保護受給者、身体障害者手帳・

療育手帳・精神保健福祉手帳の交付を受け

ている方等は無料 

 
■ あしバスの由来 
 町民に親しまれるコミュニティバスとなる

ようにと愛称を町民からの公募により決定し

ました。 

「足」寄町民が「足」として利用するバスであ

ることから、末永く町民も皆さんに親しまれ、

町民の「足」となってほしいとの願いが込めら

れています。 

 車体には北海道遺産で町の特産品「螺
ら

湾
わん

ブキ」

とマスコットキャラクター「アユミちゃん」が

描かれています。 

◆足寄町総務課企画財政室 

【所 在 地】 〒089-3797  足寄町北１条４丁目４８番地１ 

【連 絡 先】 ＴＥＬ 0156-25-2141 ＦＡＸ 0156-25-9178 

【Ｅ－mail】 kikaku@town.ashoro.hokkaido.jp 

⑥ 「あしバス」 
☞ 町とタクシー会社など地域関係者が連携した取組  

【足寄町】 

 


